
















御届申上候」 。一人の死骸は宮野浦に流れ着いたが、一人は行方不明である。次はこの事故の詳細で、舟は平田郷の相沢川を下り、当時鵜渡川原村の青原寺裏を て 最上川で遭難、鶴岡川（赤川）に流されている。　「明和三年戌十一月廿一日、山王堂町弥助・松太郎と申者、同町専太郎ニ為相雇、相沢村へ薪積ニ参、青原寺裏邊迄積下候所、俄北風悪敷相成、鶴岡川之方へ吹流され、瀬かかりいたし候所、水舟ニ罷成候、同日暮殊ニ闇夜故、方角を失、右弥助・松太郎両人共水死いたし、弥助死骸ハ相見不申、松太郎死骸岸へ付居候、右場所宮の浦地所 付、宮の浦より御注進申上候」 。　死骸は足軽目付により、京田組大庄屋の立合いで吟味が行われた。宮野浦からの連絡で親類等が死骸を引取り、宮野

















百四十八俵は陸にあげたが濡米に、十二俵は行方不明となった。　「明和五年子三月十七日、櫛引通黒川組江参候御成ケ米積舟四人乗壱艘、飯森山下ニ而破船、濡米ニ罷成候、右船主二ノ丁近江屋治郎兵衛、船頭いなり小路長兵衛、水主八間町宇兵衛、外弐人ハ酒田町之者也由、名者相知不申候、右破船御米積高百六拾俵、不残濡米ニ罷成候ニ付、酒田町より即刻人足出シ 背負あけさせ候所、百四十八俵背負上ケ 得共、残拾弐俵ハ相見へ不申、捨米ニ罷成候、～」 。　この事故は酒田町奉行所に報告された。濡米は入札にかけられ、損害額が算出されることになっていた。 「濡米入札
ニ申付候間 損料相知次第、可得御意候～」 。　
次いで酒田町組大庄屋栗林より船肝いり専助を通して 屋町組大庄屋野附に、 「栗林新右衛門様より船きも入専助を
以、申参候ハ、～、右百六拾 之濡米ハ船頭・水主四人ニ而 辨米仕来候 ～」 。濡米百六十俵全部が船頭と水夫が弁償することになっていたというものである。これ 船 ・近江屋と船頭 水夫二人が酒田町組の者であるので、その利益を考えたものと思われる。米屋町組は水夫の宇兵衛一人だけである。入札と弁償をめぐって酒田町組と米屋町組が対立したものと思われる。　
この問題では「船持共打寄」話し合いもしている。米屋町組の主張は、 「栗林より申来候者 左様之事ニハ無之、右






















































数は酒田では比較的小さいものであるが 消火活動の際「火消丁持只今迄組付ニ申付置候得共、其組々一向わかり不申、甚不都合～」ということで問題となった。その改善が評議され、 「右 通申上候所 其趣早々申渡置候様、 被仰付申渡候尚又御奉行所より被仰出書左之通」 、次ぎの「定」が出された。　「一、火消丁持共、兼而人数割等在之候得共、別而此度改組付申付候ニ付、只今迄と違ひ、出火之節者、遠近ニ不構、一組之内拾人宛者、其組之宅へ早速駈着、頭之指圖次第ニいたし 他組と混雑いたし不 、火事場 おゐて違乱無之様、
（58）
兼而心得可申事」 。火消組一組の内十人は組の家に、遠い近いにかかわらず駆けつけて、そこにいる頭の指図に従い、火事場では他組と混雑しないよう。　「一、 一組之内拾人ツツ者、其頭之宅江駈付、其余ハ向寄次第火事場江早速かけ付、火消第一ニ候、跡より其組々頭かけ候ハハ、火印之所江相集、一組切相働可申候～」 。十名は自分の組の頭の家に駆けつけ、それ以外は集まり次第、火事場にかけつけ、消火第一に。それぞれの頭がかけつけたら火印のある所に集まり、一組切りだ で働き 「他組と混雑～決而無之～」 。　さらに「火印持第一ニ相心得、場所宜見立候ハハ、屋根江火印立、猥り駈寄行不申、火鎮、引取候節も混雑無之、頭々
























































義や孝行に優れた者はいない。 他国者で酒田に居住しているのは二軒。 「突貫」 とは、 港町の酒田町組から城下町の内町組・米屋町祖への通路がなかったことから、寛永から正保の年代に、本町一丁目より内町にかけて土塁を突き抜き、外堀をうめて通路とした所である。 「突抜」などとも書かれ
四、酒田町周辺の旧跡
　








































































　「一、今度、盗人之同類、孫兵衛・八蔵・茂兵衛・角右衛門四人、御領分中何にても搦捕候者、於有之ハ、縱壱人搦取共、為其褒美、金子拾両可出候、～」 。盗人の同類四名を捕らえる事。たとえ一人を捕まえても金十両のほうびを取らせる。さらに残りの二人、三人を搦取った場合は「應其働」じてほうびを出す。　「一、 盗人同類之内より残者、 有所を存申出候者、 其科をゆるし、 金子弐拾両可出之事
　　
附、 何者候ても、 盗人有所を存、






































御役人は亀ケ崎城代の中薹等で、 毎日出勤、 下役人に鵜渡川原在住の足軽四、 五十人、 外に酒田三十六人衆の中から五人、町中の肝煎、郷中の大肝煎、鶴岡からも百人も出動。かやぶきの蔵二つ、役人居住の屋敷二つ、番所二つなどが作られた。水除け用の空俵四万俵も酒田や村々から集められた　
へ、 延宝九年 （一六八一） 五月二十九日、 幕府の巡見使が酒田にやってきた。酒田は一泊だけ 翌六月一日には立ち去っ




























田へ御着、御一宿、六月朔日ニ御立被成候、吹浦へ渡舟壱人乗六艘参候、小湊へ壱人乗六艘、大渡りへ御召舟五 乗三艘・御荷物舟三人乗拾艘、宮野浦へ～、清川へも五 乗壱艘・三人乗六艘越申 」 。宮野浦へは荷物掛が派遣された。
